
■研究発表論文

花と緑のまちづくり指 者養成講座修了後の受講生に

対する参加促進方策と の効果

導

そ
Methods and Resuits of Promotional Efforts to Motivate Community Participation for the Course

Participants after Completion of′ Gardener Training Courses in Conlmunity Works with Flowers&

G reenery′

平田富士男
米

ダガjοダFttA覺4

摘要 :地域での緑化活動への参加意識を醸成するための一般市民を対象とした講座において,受 講に

よって高まった緑化活動への参加意識を修了後も維持し 実 際に緑化活動への参加を誘導していくた

めには 講 座修了後も引き続き,地 域での活動に役立つようなサポート対策が不可欠であると考えら

れる。このため1兵 庫県における花と緑のまちづくり指導者養成講座の修了生に対して,種々のサポー

ト対策を行つた上で,修 了半年後にアンケー トを行い, どのような対策が地域での活動や活動参加意

識を維持する上で役だつたか,今 後どのような対策を望むか等を把握した。この結果、具体的な活動

の場の設定や継続的な情報発信が有効であることなとが把握された。

1 は じめに

近年,緑 豊かなまちづくりを進める上において,地 域住民が自

主的に居住地域周辺に植物を植栽して地域の環境の質的向上を図

ろうとする活動 (以下本稿において 「緑化活動」という。)の 役

害Jが重要視されてきている。このため各地でその参加促進を図る

各種の講座や緑化イベントが開催されている。このようななか住

民を対象とした各種の講座は,多 種多様なものとなっているい
。

特に最近では,地 域において他の住民等を巻き込んで緑化活動を

起こし,活 発化していく住民の中のリーダーの重要性が認識され

るようになり
い
, リーダー育成のための講座が各地で開催される

ようになってきた314い
。 しかし, このような講座を修了 しさえす

れば,全 ての修了生がすぐ地域でリーダーとして緑化活動に踏み

出していけるわけではない。むしろ修了後は,情 報集め,活 動場

所,仲 問そして資金確保等全て自分でやらねばならない現実に直

面し,活動に踏み出せないているうちに,受講によって醸成された活

動参加意識もともすれば低減してしまいがちになるのが実際である。

したがって,地 域で実際に活動する人材を育成するという講座

開設のねらいを実現していくためには, ともすれば低減してしま

いがちな参加意識を維持し,実 際の活動へ踏み出すよう誘導して

いく何らかの方策を講じていくことが重要である。ところが,講

座開設者が修了生のその後の活動状況を把握したり,修 了後の活

動参加意識を維持 ・促進するために何らかの方策を採ったりして

いる例はごく少数であるのが実状である。
1う

一方研究面では,そ のような講座のカリキュラムのあり方検討

の観点から,修 了直後に修了生ヘアンケートを行い,講 座内容に

対する感想や満足度,あ るいは受講による修了生の意識変化等を

把握して,そ の結果を講座のカリキュラムに反映していこうする

試みは行われているがいけ,修 了生が一定期間後実際にどの程度活

動しているのか, という最も明快な効果測定指標から修了後の対

応も含め講座運営のあり方について研究を行った例はまだない。

そこで,本 研究では 「修了後から実際に活動へ踏み出すまでの

Fg3の対応」に着目し,兵 庫県において一年間にわたって実施され

た 「花と緑のまちづくり指導者養成講座」の修了生を対象に,修

了後半年間にわたって 「修了後の緑化活動参加意識を高める方策」

を種々試行した後,実 際の活動状況を把握するとともに,そ れら

の方策に対する修了生の評価,そ の時点でサポートしてほしいこ

と等を把握することにより,講 座開設のねらいを地域で実現させ

るため有効な方策の方向について探ろうとするものである。

2 研 究の方法

(1)研究の対象

本研究では,兵 庫県立淡路景観園芸学校 (以下 「学校」と称す。)

において開設された 「花と緑のまちづくり指導者養成講座」の平

成 12年 3月期修了生 79名を対象とする。この講座は,表 -1の

カリキュラムにより,平 成 11年 4月から毎月 1回 3日 間の授業

が一年間にわたり継続的に10回 30日間行われた。なお講座は,

効率的な運営のため85名を2ク ラスに分けてスター トし, 平成

12年 3月最終的に79名が修了している。これら修了生を対象と

するのは,「リーダー養成講座」として既に実施 ・研究報告ついの

あるものが最大でも講座日程で 1日 ×6回,受 講者数で 15人で

あるのに対し,一 年にわたる網羅的な緑化 リーダーとしての知識

技術に関する教育と受講者数において,そ の教育後の動向を定量

的に分析する試みが可能な唯一のものと考えられるからである。

(2)研究の方法

研究は,上 記の対象者に対して,
。まず,平 成 12年 3月の講座修了後,半 年間にわたり以下のよ

うな 「緑化活動参加意識を高める方策」を実施する。

a修 了者を 「まちづくリガーデナー」と認定して認定証を授与。

b修 了時開催中の淡路花博会場内に修了生の共同作業で花壇を出

展する場を用意する。(10ポの花壇にグループを作って植栽)

c修 了した講座の中から特定のテーマ (「公園を活用 した環境教

育」)を さらに深く学習するレベルアップ講座 (3日 間×2回 )を

表-1 花 と緑のまちづくり指導者養成講座カリキュラム
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れまでの 「職場」と言う基盤がなくなる中で, リーダーとして活

動することにより地域での自らの存在感を確認したいという意識

があるものと思われ,別 の調査でも,中 高年男性の地域への参加

意欲の強さ,が 示されている7D。

(3)受講後に活動を始めた人のなかでは,活 動参加のきっかけと

して 「AGNニ ュースJ「学校からの情報Jを あげた人の割合が

最も高く,修 了後の継続的な情報発信等の方策は,次 の活動への

踏み出しに大きな役割を果たしているといえる。また,活 発では

ないが参加経験のあるグループでは知人友人からの誘いが高率で

選択されており, このような誘いあいが形成されるネットヮーク

づくりも参加のきっかけづくりとして有効なことを示唆している。

(4)修了後の学校側の取り組みとして評価されている項目は,分

類したグループによって異なる結果が出たが,そ の組み合わせか

らわかることは,以 下のとおり。
・受講前から既に活発な活動の経験を積んでいる人たちからなる

Aグ ループでは,「講演会等の催しの案内」の評価が他のどのグ

ループよりも高く,そ れ以外の項目が他のグループより低くなっ

ており, このレベルの人達には具体の活動の場の提供より, 自分

で判断 して活動をしていくための参考になるような世の中の幅広

ヽヽ情報の提供が評価されるといえる。
・受講後活発に活動し始めたBグ ループは,逆 に 「フォーラム等
への参画の機会提供J「淡路花博への出展」を他のグループより

も高く評価しており,幅 広い情報よりも活動経験を実際に積むた

めの具体の活動の機会の提供を期待 しており,早 くいろいろな経

験を積んでいきたいと意識 していると言える。
・活動への参加経験はあるというグループでは,「淡路花博への

出展」を他のグループよりも高く評価 しているにあ 「AGNニ ュー

スJ「講演会等の催 しの案内Jを 高く評価しており, このグルー

フ
°
はまだ十分活動はできないが今後力を入れて取り組んで行けそ

うなものを探すのに有効な情報の提供が評価されると言える。
・これらとは対照的に,参 加経験のないグループでは,「認定証

の交付」と 「AGNニ ュース」を他のグループよりも格段に高 く

評価しており,参 加を具体的に考えて行くようになるまで学校と

のつながりを持ち続けたいことに対する期待が大きい傾向がある

と言える。

(5)ア ンケート項目 「今最も自分に必要な技術 ・知識Jへ の回答

は,修 了後実際に地域に戻って緑化活動を行ったり,活 動に参加

することを具体的に考えてみたという実体験に基づき生じた 「各

グループに属する人が現場で直面 している課題や悩み」と捉えら
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5 ま とめ
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の経験を積む場の提供とグループ運営の悩みの解決支援を, とい

うる、うに異なる。この場合,60歳 周辺の高年層はその教育効果
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ちな講座運営のあり方を検討していく必要がある。
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